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2016（H28）年度 私立短期大学図書館協議会 

関東甲信越地区協議会研修会の開催について(ご案内) 
 

拝啓  時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、標記地区研修会を下記のとおり開催します。日程の詳細に関しましては、別添の「地区研修会

プログラム 2016」をご覧ください。 

公務ご多忙の時期とは存じますが、奮ってご参加くださいますようご案内申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

１．日 時：2016 年 10 月 21 日（金） 13：00～17:00 

 

２．会 場：（１）工場見学 株式会社プリザベーション・テクノロジーズ・ジャパン 

          〒338-0007 埼玉県さいたま市中央区円阿弥 7-3-23  TEL：048-795-7345（代表） 

          ・http://preservationtechnologies.jp/overview-jp.html 

（２）補修体験会場 与野第一ホテル 

          ・別添の「与野第一ホテル地図」をご参照ください。 

 

３．集合場所：ＪＲ大宮駅西口タクシー乗り場に「１２：３０」集合 タクシーにて移動（約 10 分） 

        集合場所は、別添の「大宮駅構内案内図（集合場所ご案内）」をご参照ください。 

       （注）集合時間に遅れた場合は、個人負担で「与野第一ホテル」までお越しください。 

 

４．テーマ：「ワークショップ 簡易補修体験－酸性紙から中性紙へ（脱酸処理）」 

 

５．内 容：（１）補修体験会 

       ・材料と道具の紹介 ・ページ破れの繕い方 ・ホチキスの除去と綴じ直し 

              ・酸性紙と大量脱酸性化処理の概説 

       ※補修体験では、「簡易補修体験キット」（別添資料参照）が配布されて、体験終了 

後はお持ち帰り頂けます。 

（２）工場見学 

・ブックキーパー大量脱酸処理工場見学 

（注）工場見学に際しては、ハイヒールの靴はご遠慮願います。 

（３）質疑応答 

・補修作業や脱酸作業をはじめ、各種資料保存に関するご質問など 

 （事前に貴館様から受けていたご質問は、この中でご回答していただきます。） 

※貴館様で抱えておられる本の破損や修理問題などございましたら、現物をお持ち 

込み頂きご相談されることも可能です。 

 

６．定 員：２５名 

     （注）定員を超えた場合には加盟館を優先し、かつ先着順とさせていただきます。 

 

http://shitantokyo.org/workshop/pdf/program_2016.pdf
http://shitantokyo.org/workshop/pdf/program_2016.pdf
http://preservationtechnologies.jp/overview-jp.html
http://shitantokyo.org/workshop/pdf/hotel_2016.pdf
http://shitantokyo.org/workshop/pdf/station_2016.pdf
http://shitantokyo.org/workshop/pdf/kit_2016.pdf


７．申 込：2016 年 10 月 11 日（火）締切り 

（注）お申し込みは、別紙「参加申込書」を下記研修会担当者までメールにて 

ご返送ください。 

 

８．特記事項 

（１）定員の関係上、受講可否のご連絡を 10 月 14 日（金）までにメールにてお知らせします。 

（２）「質問票」は、「参加申込書」と一緒に下記研修会担当者までメールにてご返送ください。 

（３）参加費については、加盟館は無料、非加盟館は一人 2,000 円となります。 

                        （参加費は、当日お支払いいただきます。） 

 

＜申込み・問い合せ先＞ 

千葉経済大学総合図書館 担当：荻野正昭  メールアドレス:library@cku.ac.jp 

〒263-0021 千葉市稲毛区轟町 3-59-5  TEL. 043-253-9941（代） FAX. 043-255-3831（代） 

http://shitantokyo.org/workshop/pdf/entry_2016.pdf
http://shitantokyo.org/workshop/pdf/question_2016.pdf
mailto:library@cku.ac.jp

